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天昇228 サイクロ　トロン 169
學（Quantしm　mechanics）を，またドゥ・プロ1イ，シレ！1ゲインが等により・
波動力學（Wave　mechanics）を生み，1930年代に入るや，近代物理學の最尖端
を行くものとして，「原子核物理學」（Nuclear　Physics）の誕生を見るに至っ
た．「人工放射能」の問題は「原子核物理學」の最：も輝かしい一・分野である．
1934年ジ．リオ夫妻（夫人はキユ1リ1夫人の愛嬢）は人工手段によって放射性
物質を作り上げる事に成功した．EPち二人が元素の人工車專換について研究中，
棚素にアルファ粒子をあてNみる時に，棚素が窒素に韓治する際に，この出湯
た窒素は’放射性を帯び，自己崩心して陽電子を放射しつ玉炭素に攣化するとい
ふ，驚くべき事賢を獲見したのである．
　その後ロ1マ大學のフ．ルミ博士（Fermi）は，中性子の衝撃によって，殆ん
ど総ての元素に放射性を持たせることに成功した．しかし，こNにアル7．粒子
による原子核破壊の際に起る最も困難な問題は，原子核もアルファ粒子も陽電
氣を帯びるために，同性相反窮する電氣學法則に從ひ，アルファ粒子がこの核
の斥力に打ち克って，核にぶつつかることが困難なことで・この事實にも拘ら
す非常な勢でアルファ粒子を原子核に突入せしむるには，驚くべき高電巫が必
要であった。この困難打開の試みは，虚説行はれたが，途にロ1レンス博士の
「サイクロトロン」によって，600萬ヴオルトの大電池加速に成功し・アルファ
粒子による放射性元素の生成に，非常な展開を見るに至った．　（サイクロトロ
ンの名は，イオンを旋風のように激しく振り廻すことから起ってるる・）サイク
ロトロン機内は，高彫室に保たれて，その中には，電離してイオンとなるべき
材料（水素または重水素ガス）が少：量入れらオ1る・今・機内で電離が起り・イオ
ンが獲生すると，最初よリサイク・トロン機の底より上方へL萬藪千ガウスと
いふ大磁場が與へられてるて，そのためにイオンは圓形運動を起す・また・こ
の機には放逸波長級の高周波獲生装置があり・これをもって該機に藪萬ヴオル
トの加速屈辱が加へられて，イオンが一s回縛運動をなす毎に速度を増す如く・
その周期を適當に調節する方法により，この波面ヴオルトの比較的低電巫をも
つて，途には数百萬ヴオルトの高電墜をイオンに加へたと同一の結果を得るに
至るのが，この装置の原理である．
　とのイオンが，このサイクロトロンより機械の外側に引き出さるしや，實に猛
烈な勢をもつて試験艦に衝突して，多くの人エラヂウムを作威するので，原子核
物理學の獲展に封し，極めて張力な武器となるに至ったのである・わが理化學
研究所でも，190トンの鐵材を以て，2000萬ヴオルトで加速された：重水素原子
核が得られる豫想の世界最大のサイクPトロンが設計されつsある．（s・1生）
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